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　活　動　全　般

コスタネオロマンチカ、飛鳥Ⅱの舞鶴港寄港時に、舞鶴市内の主な観光地を巡れるバスツアーを

提供。（当日申し込み可）

　他の会員の参考となる新しい試み等

平成30年7月～8月

クルーズ乗客（飛鳥Ⅱ、コスタネオロマンチカ）　約180名

ガイド：舞鶴観光ガイドボランティアけやきの会

379,940円

行き先：五老ヶ岳公園、赤れんがパーク、舞鶴引揚記念館、海軍ゆかりの港めぐり遊覧船

ことで、満足度の向上を図るとともに、賑わいを創出した。

実　施　概　要

どこに行くか決めていないクルーズ客に対して、市内の主な観光地を巡るツアーバスを提供する

地元で活動する観光ボランティアに添乗を依頼し、舞鶴ならではの観光体験を提供した。

参加者：飛鳥Ⅱ（8月25日）32人、コスタネオロマンチカ（7月～8月）約150人

　　　　　 舞鶴港とれとれセンター

平成３０年度活動報告書

舞鶴市

クルーズ船寄港時の市内観光ツアーの提供

まいづる広域観光公社、舞鶴市

報　　告　　者

みなと振興・国際交流課 0773-66-1037

後　厚史 minato@city.maizuru.lg.jp

　別紙のとおり

チャーター主に実施の理解を求めた。

活動に対するPR内容

マスコミ等の反響

参加者の反響
（参加者の声）

コスタネオロマンチカ：船内新聞等

飛鳥Ⅱ：寄港地案内デスク

手頃に参加できて良かった。

観光ガイドが地元ならではの視点でガイドしてくれて楽しかった。

実施にあたり苦労した点
（今後他の会員が実施する

上で注意する点）

公式オプショナルツアーと競合しないよう、あくまでフリー客の満足度の向上を目的に船社・

その結果、コスタネオロマンチカは公式ツアーに採用され、飛鳥Ⅱもチャーター主の了解を得て



京都府 舞鶴市

活動報告



（事業内容）

活動内容・・・クルーズ船寄港時の市内観光ツアーの提供
実施時期・・・平成３０年７月～８月
クルーズ・・・ コスタネオロマンチカ 日本海周遊クルーズ

飛鳥Ⅱ 夏の京都舞鶴クルーズ
内 容・・・行き先を決めていないフ リー客に対して、舞鶴市内の主な観光地を巡れるバス

ツアーを提供。（当日申し込み可）
事業主体・・・まいづる広域観光公社



（概要）
・総トン数 約57,150トン
・全 長 220.6メートル
・最大乗客定員 1,800人
・船籍 イタリア

・乗客のほとんどが日本人
・舞鶴・金沢・福岡から乗船可能
・2018年は7月～8月にかけて
11回寄港
・2016年から実施、本年で3年目
・毎回、ほぼ満船の状態。



（概要）
・総トン数 約50,142トン / 全 長241メートル / 乗客数 872人
・富山県の旅行社によるチャータークルーズ
・伏木港⇒舞鶴港⇒伏木港の2泊3日のクルーズ



（事業の実施にあたって）
課題
・２～３時間で市内を観光したいという要望が多いが、舞鶴市域は広く、観光地を回
りきれない。
・良質な寄港地観光を提供しなければ、クルーズ人口の増加に繋がらない。
・船社・チャーター主の主催するオプショナルツアーとの調整が必要。

課題の解決に向けて
・半日で舞鶴市内の主な観光地を巡れるバスツアーを船社、チャーター主に提案。

⇒コスタネオロマンチカのオプショナルツアーに「舞鶴気ままに自由散策」が採用。
⇒飛鳥Ⅱ寄港時に、「遊覧船＆市内巡りツアー」を実施。船内で販売。

・観光ガイドボランティア「けやきの会」の活用⇒「舞鶴ならではの観光体験」



舞鶴赤れんがパーク

五老ヶ岳公園

海軍ゆかりの港めぐり遊覧船

飛鳥Ⅱツアーチラシ



コスタネオロマンチカ 7月～8月の寄港日のうち5回開催

舞鶴気ままに自由散策 のべ約１５０人

飛鳥Ⅱ 8月25日

遊覧船＆市内巡りツアー ３２人

実績（参加人数）

事業経費内訳

歳入 事業費

活動支援金 150,000

ツアー料金 93,100

自主財源 13,280

合 計 256,380

歳出 事業費

バス借り上げ料 171,280

遊覧船チャーター料ほか 32,100

ガイド謝礼 53, 000

合 計 256,380

★2019年もコスタネオロマンチカによる
「日本海周遊クルーズ」が実施決定
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